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調査期間は，2018年 5 月30日から 6 月27日で
あった。












第 1 回 アイスブレイクの教材の検討
第 2 回 相手に合わせることで動きを創造する教材の検討
第 3 回 相手に合わせたり相手と反対に動いたりして動きを創造する教材の検討
第 4 回 創造した動きを中心として簡単な作品を作る・ミニ発表会の進め方の検討




























































































































































教材：学習課題 学習活動 楽しさ 難しさ































































































教材 1 ： 触れ合うことや体重をかけあって
一緒に動くことに慣れる
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